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　調査対象者は，A 県下の地域包括支援センターに配置されている社会福祉士 404 名である．アンケート


































































































































































る社会福祉士 404 名である．地域包括支援センター 1 箇
所につき 2 名ずつを対象に調査票を配布したのは，地域
包括支援センター 1 箇所につき社会福祉士 1 名の配属と
は限らないからである．
アンケート調査実施期間は，平成 28 年 11 月 1 日～平
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.453** ―.157 ―.257  .072  ―.377*
③　 高齢者の認知症状の進
行因子 ―.282 ―.333* ―.180 ―.228  .125
④　 高齢者の管理能力低下
因子 .043 ―.098 .051 ―.221 　.114
⑤　 高齢者の福祉・医療サー
ビス受給への抵抗因子 .068 .020 ―.007 　.000 .037
⑥　 高齢者の医療的治療の
中断因子 .023 .124 .057 ―.044  .077
⑦　 高齢者のＡＤＬの低下
因子 .117 ―.258 ―.184 ―.225 　.097



























































































































































者の定位家族の構造（7 項目）』因子，第 2 因子は
『高齢者と養護者間の偏ったコミュニケーション
パターン（5 項目）』因子，第 3 因子は『高齢者の
認知症状の進行（5 項目）』因子，第 4 因子は『高
齢者の管理能力低下（4 項目）』因子，第 5 因子は
『高齢者の福祉・医療サービス受給への抵抗（3 項
目）』因子，第 6 因子は『医療的治療の中断（1 項











価の変容推進（3 項目）』因子，第 3 因子は『高齢
者の状況に対する対処行動の変容促進（4 項目）』
因子，第 4 因子は『高齢者との信頼関係構築（2 項
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